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論文審査の要旨 

 

本研究は、高齢者における視力と認知機能の関連を 2,818 人という大規模な

疫学調査(横断研究)によって検討した国内では初めての報告である。海外から

は複数の大規模縦断分析により、視力と認知機能の関連がすでに報告されてい

るが、視力が厳密に測定されている報告は少なく、関連を否定する報告も出て

おり、まだ関連性は明確では無い。今回の研究は大人数の視力データを厳密に

測定され、認知機能障害をアウトカムとする多重ロジスティック分析を用いて、

必要な交絡要因とは独立した、視力との有意な関連が適切に統計分析手法によ

って示されている。一方、本研究の限界点は、曝露要因とアウトカムを同時に

測定した横断研究であるため、因果の方向性を議論することが困難な点にある

が、今後の認知機能の変化に着目した縦断的分析が計画されており、さらなる

研究の発展が期待される。 

認知機能障害発症には年齢、学歴や文化的背景の関与が大きいため、世界で

最も高齢化が進んだ日本で、視機能との関連を確認することの意義は大きいと

考えられる。以上のことより参考論文と合わせて、博士の学位に相当すると審

査する。 
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以上、主論文に報告された研究成績は、参考論文とともに眼科学の進歩に寄与

するところが大きいと認める。 
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